
(1)　4AOB=60, であるから，点 B の座標は　　0 12cos60,，2sin60,

　すなわち　　0 1
ア1，U イ3

　点 D は x 軸上にあるから，点 D の座標は　　0 1-ウ2，0
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(2)　点 M は線分 BD の中点であるから，点 M の座標は
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　また，DCSOB，DC=OB であるから　　DC=OB=0 1
ク1，U ケ3

　したがって，ON は実数 r，s を用いて
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　と表せる。
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　② から　　r=2s　…… ③
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　整理すると　　6s=4
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(3)　点 B と点 E は原点に関して対称であるから，点 E 

　の座標は　　0-1， 1-U3

　また，4AOC=120, であるから，点 C の座標は

　　　　　　　0 12cos120,，2sin120,

　すなわち　　0 1-1，U3

　点 C と点 F は原点に関して対称であるから，点 F の

　座標は　　　01， 1-U3

　点 P は線分 BF 上にあり，y 座標は a であるから，点 

　P の座標は　　0 11，a
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　よって　　EP=01-0 1-1 ，a-0 11-U3 =0
テ2，トa 1+U ナ3

　点 H は点 P から直線 CE に引いた垂線上にあり，この垂線は x 軸に平行であるから，

　点 H の y 座標は a である。

　点 H の x 座標を 0x  とおくと　　CH=0 0x -0 1-1 ，a 1-U3 =0 0x +1，a 1-U3

　CH5EP であるから　　CH･EP =0

　ここで　　CH･EP =0 0x 1+1 ･2+0a 1-U3 0a 1+U3 =2 0x +2+ 2a -3
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　両辺を 2 乗して整理すると　　 2a +1=
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